
３
月
23
日
湖
北
台
近
隣
セ
ン

タ
ー
で「
湖
北
台
後
援
会
２
０

２
４
年
春
の
集
い
」が
あ
り
、
34

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
早
川
広
之
湖

北
台
後
援
会
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
岩
井
・
船
橋
両
議
員
の

挨
拶
と
議
会
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
議
員
への
質
問
・要
望
で

は「
我
孫
子
市
の
水
道
管
・
ガ

ス
管
の
耐
震
性
、
住
宅
で
の
耐

震
基
準
達
成
状
況
に
対
し
共

産
党
の
考
え
、
避
難
所
の
公
共

施
設
活
用
と
電
源
確
保
の
た

め
に
も
太
陽
光
発
電
の
重
要

性
の
指
摘
」
が
意
見
と
し
て
だ

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
カ
ー
ド
や
ひ
も

と
空
き
紙
袋
か
ら
次
々
と
品

物
が
出
る
手
品
に
大
き
な
拍

手
。
ス
タ
ッ
フ
の
手
づ
く
り
の

料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
懐
か
し

い
歌
４
曲
を
合
唱
し
こ
れ
か
ら

の
湖
北
台
で
の
共
産
党
躍
進

を
誓
い
終
了
し
ま
し
た
。Ｉ

・O

前
号
の
記
事
に
つ
い
て
、
ご
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
つ

は
、
市
の
水
道
管
の
耐
震
性
に

つ
い
て
、
能
登
半
島
地
震
の
石

川
県
の
水
道
管
の
耐
震
管
率

に
比
べ
て
、
我
孫
子
は
か
な
り

低
い
の
で
は
な
い
か
、
本
当
か
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
石
川
県
の

数
字
（
36
．
２
％
）
は
厚
生
労

働
省
が
報
道
機
関
宛
に
発
表

し
た
も
の
で
、
報
道
さ
れ
た
の

は
水
道
管
の
耐
震
性
に
つ
い
て
、

耐
震
適
合
率
を
取
っ
た
も
の
で

し
た
。
前
号
で
は
、
水
道
管
そ

の
も
の
の
耐
震
率
を
示
し
た
も

の
で
、
耐
震
適
合
率
は
我
孫
子

で
は
（
44
．
８
％
）
と
な
り
、
石

川
県
よ
り
も
高
い
数
字
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
耐
震
適
合
率
と

は
、
耐
震
管
以
外
で
も
水
道
管

が
埋
設
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

台
地
か
埋
め
立
て
な
ど
の
土
地

か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
台
地

の
よ
う
に
し
っ
か
り
し
た
地
盤

の
水
道
管
は
耐
震
性
が
あ
る

と
評
価
で
き
る
と
す
る
も
の
で

「
耐
震
適
合
性
が
あ
る
管
」
と

し
た
数
字
で
す
。
そ
れ
に
し
て

も
千
葉
県
の
耐
震
適
合
率
（59
．

８
％
）
と
比
べ
て
も
我
孫
子
市

の
水
道
管
の
耐
震
性
は
低
い
も

の
で
す
。

能
登
半
島
地
震
で
は
下
水

道
が
破
壊
さ
れ
、
ト
イ
レ
が
使

用
で
き
な
い
と
い
う
切
実
な
問

題
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し

た
。我

孫
子
市
で
は「
我
孫
子
市

下
水
道
総
合
地
震
対
策
計
画
」

に
基
づ
き
総
合
対
策
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
、
と
い
っ
て
い

ま
す
が
、
令
和
３
年
度
末
の
実

施
状
況
は
重
要
な
管
渠
（地
下

か
ん
き
ょ

の
下
水
管
）の
耐
震
化
実
施
率

は
42
．
３
％
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
設
置
予
定
数
１
０
６
基
に

対
し
て
設
置
数
は
47
基
、
設
置

率
44
．
３
％
と
い
う
こ
と
で
す
。

（次
回
に
つ
づ
く
）
Ｔ
・Ｏ

第２３１号 けやきの風 ２０２４年４月

け
や
き
の
風

人
間
の
筋
肉
は
ホ
ル

モ
ン
の
働
き
に
よ
っ
て

マ
イ
オ
カ
イ
ン
な
ど
１

０
数
種
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

物
質
を
だ
し
、
活
動
的
な
人

に
は
若
さ
を
保
て
る
よ
う
に

身
体
づ
く
り
を
す
る
と
い
う

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
が

続
い
て
い
る
間
に
、
足
の
筋

肉
が
細
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
運
動
不
足
の

た
め
「
筋
肉
を
委
縮
さ
せ
る

マ
イ
オ
カ
イ
ン
」
が
ふ
え
て

細
っ
た
と
知
り
、
納
得
す
る

と
と
も
に
「
運
動
」
の
重
要

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
▼
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は

健
康
寿
命
を
平
均
寿
命
に
近

づ
け
よ
う
と
提
起
し
て
い
ま

す
。
健
康
寿
命
（
日
常
生
活

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
）
と
平
均
寿

命
と
の
差
日
本
は
男
８
．
７

３
才
、
女
１
２
．
０
７
才
で

す
。
こ
の
間
は
家
族
や
施
設

に
お
世
話
に
な
る
こ
と
の
多

い
期
間
で
す
▼
厚
生
省
も
健

康
寿
命
の
延
伸
プ
ラ
ン
を
出

し
ま
し
た
①
運
動
を
習
慣
化

す
る
②
歩
く
習
慣
を
つ
く
る

③
野
菜
不
足
の
解
消
④
朝
食

の
習
慣
⑤
生
活
習
慣
の
見
直

し
、
３
０
分
早
く
寝
る
な
ど

を
提
起
し
て
い
ま
す
▼
私
は

昨
年
か
ら
朝
食
前
に
、
腹
筋
、

軽
い
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
つ
ま
先

立
ち
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
す
る
と
運
動
ス
イ
ッ

チ
が
入
っ
た
よ
う
に
「
身
体

が
活
性
化
す
る
」
の
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
「
つ
ま
先
立

ち
」
を
は
じ
め
た
ら
歩
い
て

い
て
つ
ま
づ
く
こ
と
が
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
転
倒
防
止

に
も
有
効
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
（
編
：
Ｓ
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

岩
井
・
船
橋
議
員
と
懇
談
し
、
手
品
に

拍
手
し
、
な
つ
か
し
の
歌
で
合
唱 日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

我
孫
子
市
の
防
災

対
策
の
現
状

湖
北
台
後
援
会
「
２
０
２
４
年
春
の
集
い
」

管
渠
の
耐
震
化
実
施

率
は
42
．
３
％

34

名

が

楽
し

い

ひ

と
と

き
で
交

流

そ
の
２

地元の都部にある中央学院高校が出場しておりました「第96
いちぶ

回選抜高校野球大会」は、3月30日(土)に行われました準決勝1

0日目で報徳学園高校（兵庫県）に2対4で惜しくも敗れ、今大

会はベスト4という成績で幕を閉じました。写真は応援風景

選抜野球大会で中央学
院高校が準決勝で惜敗

日
時

5
月
３
日
13
時

場
所

有
明
防
災
公
園

あ
び
こ
革
新
懇

憲

法

大

集

会

講
師

法
政
大
学
名
誉
教
授

五
十
嵐

仁
さ
ん

日
時

５
月
５
日
14
時

場
所

我
孫
子
市
民
プ
ラ
ザ

「
反
憲
法
政
治
が
生
み

出
し
た
日
本
の
危
機
」

武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い

と
り
も
ど
そ
う

憲
法
を
生
か
す
政
治
を
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駅
前
の
桜
満
開
名
に
し
負
う

桜
名
所
に
劣
ら
ぬ
華
や
ぎ七

丁
目

山
野

美
津

な
か
ば
朽
ち
幹
横
た
わ
る
老
梅
の

花
つ
け
し
枝
々
す
っ
く
り
と
立
つ

（
偕
楽
園
に
て
）

五
丁
目

鈴
木

明

春
寒
や
混
声
の
響
き
部
屋
に
満
つ

三
丁
目

松
永
美
穂
子

雪
の
朝
話
せ
ば
わ
か
る
機
関
銃

四
丁
目

松
風

彦
左

ク
ロ
ダ
イ
を
狙
う
釣
り
人
隅
田
川

七
丁
目

山
里

歩

戦
争
に
拍
車
を
掛
け
る
武
器
輸
出

四
丁
目

松
風

彦
左

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
天
王
台
駅
か
ら

徒
歩
約
８
分
。
「
平
安
時
代
に

は
平
将
門
の
祈
願
所
と
な
っ
た

と
い
い
、
次
い
で
相
馬
一
門
の

守
護
神
と
さ
れ
て
き
た
。
境
内

で
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
銘

の
板
碑
の
破
片
が
発
見
さ
れ
た

が
、
そ
れ
は
市
内
で
最
も
古
い

年
号
の
板
碑
で
、
こ
の
地
に
お

け
る
祭
祀
の
一
端
が
知
ら
れ
る

…

江
戸
時
代
に
は
妙
見
社
と
称

し
て
い
た
が
、
明
治
維
新
に
と

も
な
っ
て
廃
仏
毀
釈
さ
れ
、
社

名
も
北
星
社
と
改
め
ら
れ
た
が
、

さ
ら
に
十
三
年
に
は
柴
崎
神
社

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

（
我
孫
子
市
史
）
。
こ
の
よ
う

に
長
い
歴
史
を
持
つ
神
社
で
す
。

現
在
の
社
殿
は
昭
和
六
二
年
に

新
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。
境
内

に
は
「
黒
髪
塚
」
が
あ
り
ま
す

（
写
真
）
。
碑
の
前
の
説
明
板

に
は
「
明
治
時
代
、
日
露
戦
争

出
兵
の
際
、
夫
の
無
事
を
祈
っ

て
妻
た
ち
が
女
の
命
と
い
わ
れ

て
い
た
自
分
の
黒
髪
を
捧
げ
た

と
さ
れ
る
場
所
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
出
征
の
際
は
華
や

か
な
見
送
り
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
そ
の
陰
で
は
、
神
社
の
お

守
り
や
近
隣
を
回
っ
て
弾
丸
よ

け
の
千
人
針
な
ど
を
こ
し
ら
え

る
な
ど
し
て
、
夫
の
無
事
の
凱

旋
を
祈
念
す
る
女
た
ち
の
営
み

が
あ
っ
た
。
明
治
二
九
年
二
月

に
建
立
さ
れ
た
「
日
露
戦
役

黒
髪
塚
」
の
祈
願
者
は
大
井
い

ち
は
じ
め
一
一
名
。
夫
の
出
征

に
あ
た
り
、
断
ち
切
っ
た
髪
を

ム
ラ
の
産
土
神
に
献
じ
て

塚
と
し
た
の
が
碑
の
由
来

で
あ
る
」
と
市
史
は
歴
史

の
背
景
を
記
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夫
が
戦
死
す
る
と
、

か
つ
て
の
「
後
家
」
か
ら

「
未
亡
人
」
と
い
う
言
葉

が
語
感
と
し
て
一
段
高
い

も
の
と
さ
れ
る
一
方
、
そ

の
素
行
に
対
し
て
規
制
を

強
化
し
よ
う
と
す
る
社
会

意
識
が
働
き
、
満
州
事
変

以
降
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、

戦
争
未
亡
人
に
対
し
て
亡

き
夫
に
殉
じ
て
生
き
て
い

く
こ
と
を
半
ば
強
制
す
る

雰
囲
気
が
社
会
の
中
に
醸

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

柴
崎
神
社
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９３０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

日
本
の
税
制
に
消
費
税
が
導

入
さ
れ
て
か
ら
、
４
月
１
日
で

35
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

政
府
は
消
費
税
を
社
会
保
障
財

源
と
述
べ
ま
す
が
、
大
企
業
と

富
裕
層
の
減
税
の
穴
埋
め
に
使

わ
れ
た
の
が
実
態
で
す
。

１
９
８
９
年
４
月
に
３
％
の

税
率
で
消
費
税
が
導
入
さ
れ
て

以
降
、
自
民
党
政
権
は
５
％

（
97
年
４
月
）
、
８
％
（
２
０

１
４
年
４
月
）
、
10
％
（
19

年
10
月
）
と
段
階
的
に
引
き
上

げ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
や
消
費

税
は
国
の
一
般
会
計
で
、
法
人

税
、
所
得
税
を
抜
い
て
最
多
の

税
目
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
35
年
全
体
で
見
る
と
、

国
と
地
方
を
合
わ
せ
て
消
費
税

収
は
累
計
５
３
９
兆
円
に
の
ぼ

り
ま
す
。
一
方
、
ほ
ぼ
同
じ
期

間
に
法
人
３
税
（
法
人
税
、
法

人
住
民
税
、
法
人
事
業
税
）
は

累
計
３
１
８
兆
円
、
所
得
税
・

住
民
税
は
２
９
５
兆
円
も
の
減

収
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

い
ま
こ
そ
、
大
企
業
か
ら
金

を
受
け
取
り
、
大
企
業
を
優
遇

す
る
自
民
党
政
治
か
ら
脱
却
す

る
と
き
で
す
。

Ｈ
・
Ｈ

消
費
税
35
年
539
兆
円

２
０
２
２
年
12
月
、
岸

田
内
閣
は
安
保
３
文
書
（
国

家
安
全
保
障
戦
略
、
国
家
防

衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計
画
）

を
国
会
で
審
議
す
る
こ
と
な

く
、
国
民
の
声
を
聞
く
こ
と

な
く
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
事
態
を
み
て
、
「
来

年
は
ど
う
い
う
年
に
な
る
か
」

と
問
わ
れ
た
あ
る
有
名
芸
能

人
は
「
新
し
い
戦
前
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
応
え
た

と
い
う
話
は
そ
の
後
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
、
防
衛
費
（
軍
事
費
）

を
５
年
間
で
43
兆
円
に
増

や
す
と
い
う
計
画
は
実
施
に

移
さ
れ
、
24
年
の
防
衛
予

算
は
以
前
の
５
兆
円
超
だ
っ

た
も
の
を
約
８
兆
円
に
増
や

し
ま
し
た
。
３
月
27
日
の

新
聞
各
紙
は
「
次
期
戦
闘
機

輸
出
解
禁

政
府
決
定

安
保
政
策
を
転
換
」
（
朝
日
）

な
ど
と
一
面
ト
ッ
プ
や
社
説

で
取
り
上
げ
る
な
ど
し
ま
し

た
。
読
売
、
産
経
、
日
経
は

無
批
判
て
き
に
報
道
。
そ
し

て
、
４
月
９
日
衆
院
で
「
経

済
安
保
情
報
保
護
法
案
」
が

自
民
、
公
明
、
立
民
、
維
新
、

国
民
民
主
な
ど
が
賛
成
し
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
共
産
、
れ

い
わ
は
反
対
。
共
産
党
の
塩

川
鉄
也
議
員
は
反
対
討
論
で
、

「
法
案
は
米
国
な
ど
の
同
盟

国
・
同
志
国
と
兵
器
の
共
同

開
発
を
推
進
す
る
も
の
だ
」

と
告
発
し
、
「
憲
法
の
平
和

主
義
を
投
げ
捨
て
る
暴
挙
に

断
固
抗
議
す
る
」
と
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。

岸
田
政
権
は
国
民
の
物
価

高
騰
の
苦
し
み
に
ま
と
も
に

向
き
合
う
こ
と
な
く
、
米
国

の
い
い
な
り
で
軍
備
増
強
、

南
西
諸
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配

備
、
自
衛
隊
基
地
の
要
塞
化

な
ど
戦
争
準
備
ば
か
り
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
破

壊
を
続
け
、
経
済
政
策
の
破

綻
が
明
確
な
自
民
党
政
治
を

今
こ
そ
変
え
る
と
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
次
の
総
選

挙
で
厳
し
い
審
判
を
。

（
Ｔ
・
Ｏ
）

戦
争
す
る
国
づ
く
り
は

こ
こ
ま
で
来
て
い
る
！

法
人
・
所

得
税
減
収

穴
埋
め
に

日英伊共同開発中の次期戦闘機のイメージ

新
し

い

戦

前

に

な

る
の
で

は
な
い

か

戦

闘

機

輸

出
解

禁

安

保
政
策

を
転
換

物
価
高
騰
の
苦
し
み

を
よ
そ
に
軍
備
増
強


